
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立谷田小学校 ）     学校番号 ００４                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 希望にあふれ みんなに愛される学校        

          

重 点 目 標 

１ ICTの活用による個別最適な学び、探求的な学びの推進《実社会で新しい価値を生み出す力の育成》 
２ 安心・安全で活気ある教育活動の推進《６つの行動目標の励行、あいさつ運動の実施》 
３ 「真の学力」を育むための教育活動の推進《特色を生かした教育活動の推進》 
４ ICTを活用した授業改善《教職員研修の充実》 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１２日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

○落ち着いて学習に取り組める児童が多い。令和

６年度の全国学力学習状況調査の児童質問紙の

項目を見ても「勉強は大切」「授業の内容はよ

く分かる」の項目が継続して高い結果となって

おり、学習に対して意欲と目的意識をもって学

習に取組んでいる児童が多い。 

○令和６年度の全国学習・学習状況調査の正答率

は、国語・算数ともに市平均を上回っている。 

＜課題＞ 

○国語においては、「既習した漢字」及び「主語

と述語の関係」の問題について他の問題に比べ

て課題が見られた。 

○算数においては「単位量」の問題について他の

問題に比べて課題がみられた。 

○全体的に「思考・判断・表現」の問題の平均正

答率が低かった。 

 

・学びの自律化

に向けた情報

端末の活用、

授業改善 

 

 

 

 

①スクールダッシュボードを活用し、

個々の児童の学習データの蓄積を活

用・分析し、個々に応じた学習支援を

継続して行う。 

②全国学力・学習状況調査について、児

童が自己採点を行い、その結果を情

報端末上のシートに入力すること

で、児童が自らの学習状況を把握で

きるようにする。 

③学校課題研修の一環として、学力状況

調査結果の分析を組織的に行い、授業

実践に反映させていく。 

①スクールダッシュボードを活用し、児

童個々に応じた学習支援に取り組むこ

とができたか。 

②全国学力・学習状況調査について、児

童が自己採点を行い、その結果を情

報端末上のシートに入力すること

で、児童が自らの学習状況を把握で

きたか。 

③調査結果の分析や研修で得た知見を踏

まえ、授業改善の視点、手だてを学年

ごとに設定することができたか。 

 

 

 

 

 

・ＳＤＧｓの実

現を目指した

谷 田 小 学 校

「総合的な学

習の時間」の

創出 

 

①総合的な学習の時間の年間指導計画を

生かした学習活動を行い、年間指導計

画の見直しと改善をする。 

②教員と児童が共に学び、試行錯誤しな

がら、課題の解決を目指す STEAMS タ

イムを展開する。 

①STEAMS、SDGs を関連付けた、総合的

な学習の時間の年間指導計画の見直し

と改善ができたか。 

②STEAMS TIME 実施後のアンケートにお

いて、探求的な学びについての項目で

肯定的な回答が 80 パーセント以上と

なったか。 

   

2 

＜現状＞ 

○児童は全体的に落ち着いており、あいさつがよ

くできる。家庭での生活習慣の定着については

おおむねよいものの差がある。 

○昨年度、学校内でのけがの報告は７８３件、そ

のうち医療機関を受診したけがは４０件であっ

た。 

＜課題＞ 

○学校でのルールづくりについて、児童の主体的

な活動によってよりよいものにしていくことが

必要である。 

○あいさつについて、学校内でのあいさつと学校

外でのあいさつに差が見られることが課題であ

る。 

 

・「その日のこ

とは、その日

のうちに」の

共通理解と徹

底 

 

 

 

 

 

①生活目標の後に一人一台端末を活用し

たアンケートの実施や心と生活のア

ンケート、なかよしアンケートの定

期的な実施と結果の分析を行い、特

に対象となる児童には、速やかに面

談を行う。 

②教育支援・相談に係る校内委員会で

ICT を活用し、教職員全体で児童の状

況を把握、分析し、適切なタイミン

グで、組織的に支援、相談を行う。 

①学校自己評価に係る教員アンケートに

おいて、関連する項目の肯定的な回答

の割合が８０パーセント以上となった

か。 

②アンケートの結果を受けて児童との面

談を実施し、児童一人の状況を継続的

に把握できる記録を蓄積する。また、

毎朝の児童の状況をＩＣＴを活用し

て、担任・養護・管理職・ＳＣといっ

た複数の目で毎日見守っていく。 

   

 

 

・安心・安全で

活気ある教育

活動の推進 

①明るく思いやりのある心の育成のため

に「６つの行動目標」「心を潤す４つ

の言葉」の励行、あいさつ運動を実施

する。 

②児童会活動や学校評価を活用した学校

のきまりの見直しを進めていく。 

①教員が率先して、６つの行動目標と心

を潤す４つの言葉を励行するとともに

掲示したり、家庭に周知したりして共

有を図る。 

②児童・保護者・教職員の意見をもとに

した学校の決まりの見直しを実施した

か。 

   

3 

＜現状＞ 

○学校運営協議会で、目指す児童の姿について熟

議を積み重ね、協働して解決していく児童を地

域全体で育てていくことを共有した。 

＜課題＞ 

○学校運営委員会で共有した目指す児童の姿を、

家庭、地域などに広め、地域の人々と共有でき

るようにする。 

・校庭の芝生を

活用した特色

ある教育活動

の充実 

①芝生を活用した行事や地域を巻き込ん

だ行事を実施し、児童が学校・地域を

大切にする気持ちを育成する。 

②様々な行事等でも芝生を活用し、ホー

ムページや学年便り等で、家庭にも周

知する。 

①芝生活用委員会を中心に、芝生の活用

について検討し、継続的に実施すると

ともに新たな取組を模索する。 

②ホームページや学年便りで、芝生を活

用した行事の情報を発信し、家庭、地

域と共有する。 

 

  

 

 

・学校運営の改

善と児童生徒

の健全育成に

向けた谷田小

学校コミュニ

ティ・スクー

ルの実施 

①学校自己評価アンケートを実施すると

ともに、学習状況調査の結果分析等を

活用し、子どもや学校の抱える課題の

解決に向けた取組を進める。 

②策定したプランに基づき、具体的な方

策を決め、学校と地域が協働した取組

を始める。 

①学校自己評価アンケートで、コミュニ

ティ・スクールの取組により、児童の

健全な育成について肯定的な回答をす

る割合が高まったか。 

②谷田小学校運営協議会において具体的

な方策を決め、学校と地域が協働した

取組ができたか。 

   

4 

＜現状＞ 

○学校課題研修で、ＩＣＴの活用について具体実

践を積み重ねてきた。 

○高学年に加えて中学年でも教科担任制の実施を

開始した。より深い教材研究を行い、授業を行っ

ている。 

＜課題＞ 

○ＩＣＴの活用について、学習に適した活用の仕

方、効果的な活用をしていく必要がある。 

・学校課題研修

を中心とした

学 び の 自 律

化・個別最適

化実現のため

のアクション 

 

 

①国語科を中心として授業実践を行う。

全学年で研究授業または公開授業を実

施する。 

②スクールダッシュボード等の ICT活用

したデータの利活用についての成果検

証を行う。児童アンケートを実施し、

課題解決に向けた手立てを考察する。 

①授業を担当している全教員が、授業実

践を公開できたか。 

②教育データを活用した授業実践を確実

に実施することができたか。児童アン

ケートから課題を見出し、その解決に

向けた手立てを示すことができたか。 

 

 

 

  

 


